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概 要

• SFTS（Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome）は

マダニの吸血により伝播する感染症で、

ネコ科動物に感受性が高く、ネコからヒトへの感染に

注意すべきである。

•ネコの致命率は60％程度。イヌでは40％以上とされる。

•ネコの重症例では急速に悪化して数日以内に死亡する。

•痙攣発作を伴うこともあり、発作時に受傷しないよう

気をつけなくてはならない。

• PPEが必須。入院には隔離が必要。

•治療に特効薬はない。

•症状が改善してもウイルスの消失には時間がかかる(遺伝子

検査で陰転を確認する必要がある）。

•ダニの予防薬は推奨されるが、完全な対策ではない。

※イヌからヒトへの感染も報告されています。（2017年徳島県）
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SFTS疑いネコ診療フロー Ⅰ

1. 稟告の聴取

外飼いか外へ出る 室内のみ飼育環境

外へ出る 室内のみ同居動物 除外

症状
□ 元気消失
□ 食欲低下
□ 嘔吐 □ 下痢

非
接
触

P
P

E

判
断

接
触

グローブ、アイガード、マスク（N95が望ま
しい)、ガウン（無ければ長袖）、採血準備、
廃棄ボックス、ネコ用ネット・カラー

• 爪切り
• 検温
• 可視粘膜確認

3. 視診・触診

4. 検査

• 血算、血液化学検査
• 抗体検査

2. 視診 □ 活気低下 □ 肛門の汚れ
□ マダニの寄生

Yes
No

No
除外
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SFTS疑いネコ診療フロー Ⅱ

□ 白血球数
□ 血小板数
□ ALT/GPT 
□ CK/CPK
□ T-Bil

減少
減少
高値
高値
高値

身体検査所見

□ 発熱
□ 元気・食欲低下
□ 黄疸
□ 消化器症状
□ マダニ寄生

血液検査

AMED研究班「愛玩動物由来人獣共通感染症に対する検査及び情報共有体制の構築」提供
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□ 国立感染研究所獣医科学部 前田健先生

□ 感染者数は６０代以上に偏りがある
□ PPEを習熟することが重要！！

消毒剤

□ 70% エタノール
□ 1% ビルコン
□ 0.5% 次亜塩素酸ナトリウム液

汚染場所

□ 診察台及び体液の飛散した場所
□ 猫を収容してきた容器と置いてあった場所
□ 飼い主が触った部分（ドアノブ、椅子など）
□ 診療スタッフの動線を追跡

SFTS疑いネコ診療フロー Ⅲ

環境の消毒

確定検査の準備

注意事項

E-mail:kmaeda@nih.go.jp

（添付書類２を参照）

（添付書類１を記入）

連絡先
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添付書類１
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添付書類２

＊SFTSを疑う場合は強レベルを推奨します。
＊あらかじめ練習しておくことが大切です。
＊接触する際はまず猫の爪切りを！
＊猫の爪にはダブルグローブはほぼ無効です。

脱ぐ際の感染リスクを下げるためシングル
グローブにしています。

＊上記はPPEの一例です。他にも様々な方法が
あります。

重要‼︎
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